
201９/６/３ 

 

  1 

gb 

 

紙の内需動向が示唆する 

保育の記録化のための ICT 研究の進化の必要性 
 

 

紙・板紙の内需の推移 

 

（出所）https://jpa.gr.jp/states/paper/index.html 
 
労働生産性を高めるため、作業の効率化を求める声は大きい。そして、作業の効率化の方策として、ペ

ーパーレス化が唱えられてから、相当な期間が経過している。紙仕事の多い保育業界において、手書きの
重要性を指摘する声もある一方、ペーパーレス化の必要性も唄われてきたことは、同様であろう。 
例えば、保護者と保育者の連絡手段である、いわゆる連絡帳があるが、弊社では、この３年ほどで、連

絡帳を約１万冊販売している。保護者との連絡のあり方を見直して、スマホのアプリにすることによっ
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て、この「連絡帳１万冊」分の紙が節約できる可能性があることになる。ちなみに、弊社で取り扱ってい
る連絡帳は１冊１３０グラムなので、１万冊ということは、１．３ｔの紙となり、日本全体では、その節
約による社会的コスト削減は小さくはないであろう。 

 
一方で日本の紙の需要量はどのように変化しているのだろうか。紙・板紙の内需データを見ると、新聞

用紙が減り、段ボール原紙が増加という傾向になっている。日常的な業務で利用される印刷・情報用紙
（コピー用紙など）は、１９９０年代まではむしろ需要が増加しており、２０１０年代になってやっと少
し減り始めているという状況である。 
通勤電車の中で、新聞や雑誌を読んでいる人がめっきりといなくなったことからわかるように、情報を

受動的に受け取る媒体としての「紙」は、スマホなどの情報デバイスにとって変わられてきている。とは
いえ、紙は劇的には減っていないというのが、保育業界に限らず、一般的な職場での実感ではなかろう
か。 

 
この背景には、「紙ベースでの作業が知識ワーカーの支持を得ている」という事情があると言われてお

り、その理由として、次の紙の 4 つの性質が挙げられている。引用元は、「ペーパーレスオフィスの神話」
創成社、2007の８７ページからである（カッコ内は筆者の補足）。 

 
・紙は、ドキュメントのナビゲーションを柔軟に支援する。 
（「めくる」という行為や一覧性が情報の位置づけの理解を助ける） 
 
・紙は、複数のドキュメントの相互参照を容易にする。 
（綴じられた書類の束を机にならべて、見比べることができる） 
 
・紙は、ドキュメントへの注釈付けを容易にする。 
（アプリを起動させることなく、ペンを持っていれば、すぐ書き込みできる） 
 
・紙は、読む行為と書く行為を同時にうまく統合させて行えるようにする。 
（視線を動かさずに、「読む」書類と「書く」原稿用紙を同時に見ることができる） 
 
現時点での PC モニターやタブレット、スマホの画面は、このような紙の利便性を提供できていない。

このため、紙がオフィスから消えることはないという結論になる。これは、よく言われるように、業務遂
行方法まで変えることができれば、ペーパーレスが実現するという主張とは異なる結論であることに注
意が必要である。単なるデータ処理のような業務では、業務の仕方を ICT に適した形に変容させれば、
紙が介在する余地はなくなるのかもしれない。しかし、保育士が担う各種の計画の策定や日誌の作成、連
絡帳の記入は、知識ワークであり、上で指摘された知識ワークを促進する紙の４つの性質からして、多少
業務遂行方法を変えても、例えば、書類の提出がすべてデジタル化されても、その作成過程で紙が介在す
ることを排除することはできないであろう。 
さらに今後、エビデンスに基づく保育が求められていく中では、保育実践を記録にとどめることの要請
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は強くなりこそすれ、弱くなることはない。この要請と ICT による効率化を調和させていくためには、
紙の４つの性質を乗り越えるような ICT による保育の記録化という、かなり根本的な変化が必要なので
はなかろうか。 
例えば、テキストではなく、紙では扱えず、PC でこそリッチな表現、保存が可能になる情報密度の濃

い動画で情報を伝えることが一般化することになれば、紙は減っていくだろう。あるいは、金融分野で普
及している「ダッシュボード」のような仕組みで、母子手帳や連絡帳が閲覧されるようになるということ
でも紙は減っていくかもしれない。 
とすれば、どのような表現方法で、子どもの「育ちの記録」を作っていくべきか、活発な議論、研究、

実践がなされることが、保育の質の向上と業務の効率化の ICT による両立のために今、必要なのではな
いだろうか。 
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